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fe･'l'- I,0-3(崇)2a2E2品 [(3cos20･.,-1)6-,･(sin2ei,)6-8] '3)
T7,'l三pv,S.･onはiと 十 番 目の粒子の間の剛体反発 力 で､シミュL,-ションには､次の式を使う｡





更に､"l幕 は慣性項であるが､ここで無視する ("cre｡pingn.W"近似､Reyn｡lds数 ～10-1)｡又
















使う (図3参照)Oこのモデルは､時間 Tlの間に､全ての粒子が旋果して､2粒子凝集体を作り､時間 T2
の間に､全ての 2粒子体が凝集して､4粒子凝集体を作る､. .と考えるものである.n=2た粒子凝
集体が 2n粒子凝集体になる時間 Tnを求めるために､最近接の凝集体間の平均距離 Rの時間変化を考え























































Vorob'evaeta.13.1 は melamilte-formaldeyderesilで作った直径 -3/LTnの微粒子の分散系に電場
(～100l′/C71)をかけ､時間とともに系の様子を即徴鏡で観測し､鎖の平均の粒子数 nが体積分率 少と時
間lに次のように依存することを兄いだしたo
n ∝ 4･0･72iOl50 (15)
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